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阿蘇地域における斜面崩壊の時系列解析

Time series analysis of TLS-derived point clouds for shallow landslides

in Aso region, Kumamoto, Japan
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　2016年熊本地震によって，熊本県阿蘇地域では多数の斜面崩壊が発生した。地上レーザ測量を用いて阿蘇

市の仙酔峡で地震前後の斜面形状を取得し，標高の変化量に着目して、点群や縦断面に基づく解析を

行った。この結果，過去の豪雨による崩壊地においても、今回の地震による新たな崩壊が発生したことが明ら

かとなった。崩壊深は約6 mで，これは豪雨による過去の斜面崩壊よりも深い傾向があることがわかった。縦

断面の形状については，豪雨による崩壊が直線的であるのに対し，今回の崩壊はやや湾曲しており，従来と異

なるすべり面，崩壊様式で生じた可能性が示唆される。また，地震後約半年の間にも，崩壊地周辺の尾根付

近，崩壊地の中腹，崩壊地下部の谷底付近でも変化が生じており，崩壊の残土が下流へ流出したことが考えら

れる。こうした二次的な土砂移動は，2016年6月の比較的強い降雨と関連している可能性がある。
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